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２０年６月６日H

校長室だより １ 下氷鉋小学校さくしん（ ）

校長 大内 徹

新入生１１３名を迎え、１～６学年計６６１名てスタートした一学期

もはやいもので二ヶ月になり、下氷鉋の初夏を迎えようとしています。

昔から筆無精で 「校長室だより」第一号を今頃になって発行してい、

る次第であります。四月に本校に着任したばかりですが、振り返ると本

校が 校目、小学校は校長としては二校目になります。前任校は長野13

。（ 、県の下伊那郡平谷村にある平谷小中学校でした 小中の併設校であり

小学校長と中学校長を兼務していました ）全校あわせて６１名の小規、

、 。模山間僻地校でしたので この下氷飽小学校は大変大きく感じられます

教職経験は中学校ばかりで、担当教科は英語でした。四月当初、本校の

、 。児童数の多さにはやや戸惑いましたが この二ヶ月でだいぶ慣れました

校門を入った右側には「作新記念館」があり、その佇まいからは本校の

歴史の重みが感じられます。校内の「ひがの山 「どんぐり山 「うさぎ」 」

ワールド」等からは、保護者や地域の皆様の本校の教育に寄せる熱い思

いや願いが伝わって来ます。 活動も大変盛んであります。 の実PTA PTA

行委員会等も夜遅くまで行われ、詰めた話し合いが持たれています。先

月実施された資源回収では沢山の古紙が回収されました。このような保

護者や地域の皆様のご協力やお支えに感謝しつつ、この下氷鉋小学校を

更によい学校にしていかなくてなならないと、決意を新たにしておりま

す。

学校が信頼されるためには、まず子ども達がしっかり学び、学力をつ

けていく学校でなくてはなりません。先生方も朝、放課後等の空き時間

に、教材づくりをしたり、日記を読んだり、また学級便りを書いたりし

て、学級の子ども達に力をつけ、心豊かに育てようと熱心に取り組んで

います。家庭の方でもぜひ、子ども達が学校でどんなことを学んできた

のか話題にしたり、毎日、学校で学んできたことの復習をしている様子

があるかを見届けていただければ幸いです。

私ごとで恐縮ですが、小学生の頃、父親の前で座って国語の教科書の

文章を音読させられたり、算数の問題をやらされたのを思い出します。

母親は無学であったにもかかわらず、広告用紙の裏を用いて、漢字を書

き取らせ、正しく書けているか点検してくれました。明治、大正生まれ

の父母でしたが、やれる範囲で自分たちができることをやってくれたの
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。 、ではないかと思います そのような時間を親と子どもが共有することで

互いに親子でありえたのかもしれません。

、 。 、 、信頼される学校であるために もう一つ 学校は子どもが 安心して

楽しくすごすことのできる、居心地のよい場所でなくてはなりません。

学校職員一丸となって、一人ひとり子どもの体や心の状況に気を配りな

がら、子ども達が明るく楽しい学校生活を送れるように努めているつも

りではありますが、学校から帰って発する第一声や表情など、お子様の

、 、様子をしっかりご覧いただき お気づきになられたことがありましたら

早めに連絡いただければ幸いです。

本校の児童はとても明るく元気です。休み時間になると、校庭や体育

館に出かけ、友達と仲良く遊んでいます。校長室にも遊びに来て声をか

けてくれる子ども達がいます。私も子ども達とふれあうのが大好きです

し、楽しみにしています。話す度に子どもの名前を覚えようと努めてい

ますが、なかなか覚えられません。名札をきちんとつけていてくれれば

もっと覚えられるのになとも思います 「○○さん、こんないいことを。

していたよ」と、私の気づきを担任の先生にも伝えることができるので

す。

朝、校門前の横断歩道で子ども達を「おはよう」の声で迎え、八時か

らは舎内をまわり各教室の子ども達に声をかけるようにしていますが、

当初、子ども達の声にやや元気がありませんでした。 そこで、先日は

校長講話で「あいさつ」について話しをしました。

あいさつの 「あ ：明るく 「い ：いつも 「さ ：さっと、先に」 」 」

「つ ：続いて、つなげて を大切にしながら、気持ちのよいあい」

さつをしていこうと呼びかけました。日頃お世話になり見守っていただ

いている地域の方々にも、気持ちのよい挨拶ができる下氷鉋小学校の子

ども達であってほしいと願っています。家庭の方でも、朝起きたら「お

はよう」で一日が始まるように、基本的な生活習慣を躾けていっていた

だきたいです 基本的な生活習慣ということのついでですが 早寝 早。 、「 」「

起き 「朝ご飯」の三つは小学生の時期は特に欠かせません。この三つ」

を大切にしていると、心と体のリズムが整い、いらいらせず、生活が落

ち着き、安定します。ぜひ、親の責任で見届けていただきたくお願いし

ます。

いろいろお願いばかり申し上げましたが、学校、家庭、地域がそれぞ

れの役割を果たし、連携できてこそ、子ども達はすくすくと育っていき

ますので、今後ともよろしくお願いします。


